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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期
第３四半期
連結累計期間

第13期
第３四半期
連結累計期間

第12期
第３四半期
連結会計期間

第13期
第３四半期
連結会計期間

第12期

会計期間

自 平成20年
　 ７月１日
至 平成21年
   ３月31日

自 平成21年
　 ７月１日
至 平成22年
   ３月31日

自 平成21年
   １月１日
至 平成21年
   ３月31日

自 平成22年
   １月１日
至 平成22年
   ３月31日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成21年
　　６月30日

売上高 (千円) 13,975,8427,161,8672,706,9742,152,89516,424,012

経常損失（△） (千円) △737,237△307,895△302,999△126,903△832,652

四半期純利益又は四
半期（当期）純損失
（△）

(千円) △1,027,835△424,839 590,011△199,443△3,761,647

純資産額 (千円) ― ― 5,393,7982,256,4872,648,409

総資産額 (千円) ― ― 18,247,53013,622,52714,637,448

１株当たり純資産額 (円) ― ― 90,587.8335,876.3944,572.51

１株当たり四半期純
利益又は四半期(当
期)純損失（△）

(円) △17,605.19△7,070.899,929.84△3,246.44△64,147.38

潜在株式調整後１株
当たり四半期（当
期）純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 29.5 16.5 18.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 418,835 585,850 ― ― 339,107

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,020,07525,418 ― ― 1,238,311

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,470,074△359,205 ― ― △2,244,299

現金及び現金同等物
の四半期末(期末)
残高

(千円) ― ― 888,715 505,060 252,997

従業員数 (人) ― ― 154 111 146

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　第12期においては、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当

期）純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式がないため記載しておりません。

４　第13期第３四半期連結会計期間及び累計期間においては、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(人)
　

111(24)

(注) １　従業員数は、就業人員(当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含む。)であります。

２　従業員数欄の（外書）は、当第３四半期連結会計期間の臨時従業員の平均雇用人員であります。

３　人材アウトソーシング事業の派遣従業員及び３ＰＬ事業の請負業務に従事する従業員は含めておりません。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(人) 46(20)

(注) １　従業員数は、就業人員(当社から当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社への出向者を含

む。)であります。

２　従業員数欄の（外書）は、当第３四半期会計期間の臨時従業員の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

その他事業 194,444 △14.6

合計 194,444 △14.6

(注) １  金額は仕入価格によっております。
　　 ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３  その他事業については、ビジネスサポート事業について記載しております。
４　その他の事業セグメントについては、提供するサービスの性格上、仕入実績の記載になじまないため記載して
おりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

その他事業 90,165 +10.1 22,601 +40.9

合計 90,165 +10.1 22,601 +40.9

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  その他事業については、コンサルティング事業について記載しております。

３　その他の事業セグメントについては、提供するサービスの性格上、受注実績の記載になじまないため記載して
おりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(%)

３ＰＬ事業 1,546,087 +7.4

金融事業 82,666 △51.8

リサイクル事業 267,230 △25.2

その他事業 256,909 △39.8

合計 2,152,895 △10.5

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間取引については相殺消去しております。

３　前年同四半期比については、当第３四半期連結会計期間における事業の種類別セグメントの区分によって記載

しております。したがって、その他事業についてはビジネスサポート事業及びコンサルティング事業の合計の

前年同四半期比を記載しております。
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２ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」からの重要な変更は以下のとおりでありま

す。

なお、文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会

社)が判断したものであります。 

　

(１) 株式価値の希薄化に関わるリスク

当社は、平成22年１月18日付の当社取締役会決議に基づき、平成22年２月４日に第11回新株予約権（第

三者割当）を発行しています。当社総議決権数は59,418個（直前の基準日である平成21年６月30日現

在）であり本新株予約権の行使により発行されうる 最大48,000株に係る議決権（48,000個）の当社総

議決権数に対する希薄化率は80.78％（発行後の総議決権数に占める割合は44.68％）と25％を超えるこ

とになり、それ相応の株式価値の希薄化につながることになります。

　しかしながら、今回の資金調達については、３ＰＬ事業に対する新規顧客獲得と収益の回復のための資

金確保を目的としており、直接調達による資金調達を出来る限り行うことが当社にとって必要なもので

あります。本新株予約権は、行使価額修正条項付き新株予約権とは異なり、株式市場の動向により影響を

受けない行使価額及び対象株式数の双方が固定された発行スキームとなっております。また、本新株予約

権には、取得条項が規定されており、一定の条件のもとで当社の選択により潜在株式数を減少させること

ができます。従って、今回の資金調達により、事業基盤の安定と将来の収益力の回復が図られ、ひいては当

社の企業価値及び株主価値の向上につながるものであると当社は考えており、本新株予約権の発行数量

及び株式価値の希薄化の規模はかかる目的達成の上で合理的であると判断しております。

(２) 大株主としての経営権について

本新株予約権の割当予定先であるＯａｋキャピタル株式会社は、本新株予約権が全て行使された場合、

発行後の総議決権数の44.68％を占める大株主となります。しかしながら、同社につきましては、本新株予

約権及びその行使により取得する当社株式の保有目的は純投資であり、本新株予約権の行使により取得

する当社株式を原則として長期間保有する意思を有しておらず、同社は、可能な限り市場動向に配慮しな

がら新株予約権の行使及び売却をしていく旨の表明を行っております。よって今後において会社の経営

体制に変更が生じる可能性は極めて低いものと判断しております。

(３）資金調達に関わるリスク

当社は３ＰＬ事業に対する新規顧客獲得と収益の回復を目的として、平成22年１月18日開催の当社取

締役会において、Ｏａｋキャピタル株式会社を割当予定先とする第三者割当による第11回新株予約権の

発行を行うことを決議いたしましたが、新株予約権については、その性質上、行使価額が市場価額を上

回っている状況においては、行使が進まない状況になり、このような状況が継続する場合は、資金需要に

沿った調達が困難になる可能性があり、その場合においては、当社グループの新規顧客獲得と収益の回復

に支障をきたす可能性があります。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界的な景気悪化が下げ止まるとともに、
政府による経済政策等の影響により景気は回復基調にあるものの本格的な回復には至らず、依然として
厳しい状況で推移いたしました。
物流・流通業界においては個人消費の低迷、企業収益の悪化に伴う設備投資の落ち込みなどにより国
内貨物輸送需要は減少傾向にあり、依然として厳しい経営環境にあります。
このような経営環境のもと、当社グループは引き続き３ＰＬ事業、通販支援事業をコア事業と位置づ
け、「選択と集中」をコンセプトに、経営資源集中による収益力の強化に努め、全社的な事業の見直しを
推進してまいりました。前第３四半期連結会計期間には、コア事業への経営資源の集中を目的として、連
結子会社である株式会社ワールドサプライを売却し、関係会社株式売却益を計上しております。
また当社の連結子会社である株式会社日本アシストは、平成21年12月１日に同社の人材アウトソーシ
ング事業を、同社が設立した新設会社「㈱日本アシスト（以下、(新)日本アシスト）」に新設分割の方法
により承継させ、同日に(新)日本アシストの全株式を売却しております。これにより、当第３四半期連結
会計期間において人材アウトソーシング事業の業績は反映されておりません。
その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,152百万円（前年同四半期比20.5%減）となり、営業
損失62百万円（前年同四半期は営業損失239百万円）、経常損失126百万円（前年同四半期は経常損失302
百万円）、四半期純損失は199百万円（前年同四半期は四半期純利益590百万円）となりました。
　
事業の種類別セグメントの経営成績は以下のとおりであります。なお、「第５  経理の状況  １  四半
期連結財務諸表  注記事項  (セグメント情報)」に記載のとおり、当第３四半期連結会計期間より事業
の種類別セグメントの区分を変更しております。このため、前年同四半期比較については、前年同四半期
実績値を変更後の区分に組み替えて行っております。
　

（３ＰＬ事業）

経営資源の集中を引き続き３ＰＬ事業へ行い、新規案件の開拓に向けて新体制をスタートさせ、新規顧
客の３ＰＬ事業を立ち上げることが出来ました。この結果、売上高1,546百万円（前年同四半期比7.4％
増）となったものの、営業利益については新規顧客の誘致に伴い初期費用が嵩んだこと等により、25百万
円（前年同四半期比75.0%減）となりました。
　

（金融事業）

リース契約の終了等の影響並びに前年同半期のリース物件売却による一時的な売上・利益増が当第３
四半期会計期間においては発生しなかったことから、売上高82百万円（前年同四半期比51.8%減）、営業
利益18百万円（前年同四半期比64.0%減）となりました。
　

（リサイクル事業）

リサイクル処理量及びパレット生産枚数の減少により、売上高267百万円（前年同四半期比25.2%減）
となりましたが、徹底したコスト管理を行うことにより大幅な原価削減を実施したことから、営業利益は
42百万円（前年同四半期比55.5%増）となりました。
　

（その他事業）

その他の事業はビジネスサポート事業及びコンサルティング事業で構成されております。ビジネスサ
ポート事業における通販代理店業務や物流資材調達にて、顧客側の経費削減による買い控え等で購入単
価の下落や購入量が減少したこと等により、売上高256百万円（前年同四半期比39.8%減）、営業損失１百
万円（前年同四半期は営業利益26百万円）となりました。
　なお、コンサルティング事業は、売上割合が減少したため第３四半期連結会計期間ではその他事業に含
めております。
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(2) 財政状態の分析

①　資産
当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて1,007百万円減少し、13,630百
万円となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が321百万円、リース投資資産が102百万円、流動資産そ
の他に含まれる未収入金が85百万円、建物及び構築物（純額）が111百万円、のれんが67百万円、投資その他
の資産その他に含まれる差入保証金が157百万円、信託建物が71百万円減少したこと等によるものでありま
す。
　
②　負債
当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて615百万円減少し、11,373百万
円となりました。これは、主に支払手形及び買掛金が189百万円増加した一方で、流動負債その他に含まれる
未払金が77百万円、未払消費税等が47百万円、リース債務が133百万円、固定負債その他に含まれる預り保証
金が35百万円、リース債務が282百万円減少したこと等によるものであります。
　
③　純資産
当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて391百万円減少し、2,256百万
円となりました。これは、主として利益剰余金424百万円の減少によるものであります。
　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ、157
百万円減少（前年同四半期は362百万円の増加）し、505百万円（前年同四半期は888百万円）となりまし
た。
　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの現状とそれらの要因は次のとおりであり
ます。
　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果により使用した資金は152百万円（前年同四半期
は242百万円の減少）となりました。これは主として税金等調整前四半期純損失158百万円、仕入債務の減
少75百万円があったものの、減価償却費124百万円があったこと等によるものであります。
　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果により得られた資金は206百万円（前年同四半期
は1,495百万円の増加）となりました。これは主として定期預金の払戻による収入195百万円があったこ
と等によるものであります。
　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
当第３四半期連結会計期間における財務活動により使用した資金は210百万円（前年同四半期は889百
万円の減少）となりました。これは主として調達資金の返済による支出195百万円があったこと等による
ものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 205,036

計 205,036

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年５月14日)

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 62,998 64,698
大阪証券取引所
「ニッポン・ニューマーケッ
ト－ヘラクレス」

単元株制度を採用
しておりません。

計 62,998 64,698 ― ―

(注)　提出日現在発行株数は平成22年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

(平成15年９月25日定時株主総会決議)

第４回付与分

　

　
第３四半期連結会計期間末現在

(平成22年３月31日)

新株予約権の数(個) 700

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 700 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 122,500 (注)２

新株予約権の行使期間
平成18年５月19日から
平成24年９月24日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　122,500
資本組入額 　61,250

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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第５回付与分

　

　
第３四半期連結会計期間末現在

(平成22年３月31日)

新株予約権の数(個) 550

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の数(株) 550 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 122,500 (注)２

新株予約権の行使期間
平成18年５月19日から
平成24年９月24日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　122,500
資本組入額 　61,250

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

第６回付与分

　

　
第３四半期連結会計期間末現在

(平成22年３月31日)

新株予約権の数(個) 575 (注)

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 575 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 122,500 (注)２

新株予約権の行使期間
平成18年５月19日から
平成24年９月24日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　122,500
資本組入額 　61,250

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)５

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権の目的となる株式数は、122,500円にその時点において対象者が行使請求した新株予約権の数を乗

じて得られた額をその時々における行使価額で除した数とし、当初は新株予約権１個あたり１株とする。調整

後生じる0.01株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率
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　　また、新株予約権発行後、当社が調整前の行使価額を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分(新株予約

権の行使により新株式を発行又は自己株式を処分する場合を除く)を行う場合は、次の算式により行使価額を

調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後
行使価額

＝

既発行
株式数

×
調整前
行使価額

＋
新発行株式数(又は
処分する自己株式数)

×
１株あたり払込金額(又は
１株あたりの処分価額)

既発行株式数 ＋ 新発行株式数(又は処分する自己株式数)

　　また、その時点における行使価額を下回る価額により新株式の発行又は自己株式の移転を受けることができる

新株予約権又は新株予約権が付された新株予約権付社債の発行が行われる場合にも上記調整式によって調整

される。この場合において、１株あたりの払込金額は、当該新株予約権を行使した場合の１株あたりの新株式

の発行価額(旧商法第280条ノ20第４項(平成13年改正前商法)による。以下同様とする。)又は自己株式の処分

価額(当該新株予約権の発行価額と当該新株予約権の行使の際の払込額の合計額をいう。以下同様とする。)を

いう。

３　新株予約権の発行価額は無償とする。

４　権利行使の条件は以下のとおりとする。

　　(社内対象者)

　　社内対象者は、新株予約権の行使時においても、当社、当社関連法人又は当社の子会社(財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則第８条３項に定める「子会社」を意味する。)若しくは当社の関連会社(財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則第８条３項に定める「関連会社」を意味するものとし、当社関連法

人及び当社の子会社とともに「当社関連法人等」と総称する。)の取締役、監査役又は使用人としての地位(以

下「権利行使資格」という。)を保有していることを要するものとし、社内対象者が権利行使資格を失った場

合には、社内対象者は権利行使資格喪失時以降新株予約権を一切行使することができないものとする。ただ

し、任期満了等その他正当な理由のある場合はこの限りではない。

　　(社外対象者)

　　社外対象者が以下の各号のいずれかの場合に該当するときは、当該社外対象者は付与された新株予約権の行使

資格(以下「権利行使資格」という。)を失い、以後新株予約権を行使することはできないものとする。

ａ　社外対象者が本件プラン制定日において、取引先企業において有する地位を、理由の如何を問わず喪失

した場合(ただし、かかる地位が使用人である場合において、当該取引先企業の役員(執行役を含む。)と

なるとき、及び社外対象者が次項以下の規定に従い社内対象者権利行使資格(次項に定義される。)を取

得したときを除く。なお、社外対象者が社内対象者権利行使資格を取得した場合は、その行使について

は次項以下の規定に従うものとする。)

ｂ　社外対象者が所属する取引先企業が、当社と当該取引先企業との間で締結した契約の条項の何れかに違

反した場合(但し、社外対象者に帰因すべき違反に限られるものとし、個別の社外対象者との間で締結

される新株予約権付与契約において除外された契約に違反した場合を除く。)

ｃ　当社の事前の書面による承諾なしに当社、当社の子会社(財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する

規則第８条３項に定める「子会社」を意味する。)又は当社の関連会社(財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則第８条３項に定める「関連会社」を意味するものとし、当社、当社の子会社ととも

に「当社等」と総称する。)と競業関係にある会社の取締役、監査役、使用人、顧問、相談役若しくはコン

サルタントに就任若しくは就職した場合。

ｄ　故意又は重大な過失によって当社等に対して損害を与えた場合。

ｅ　禁固以上の刑に処せられた場合。

ｆ　新株予約権を放棄した場合。

　　社外対象者が当社等の取締役、監査役又は使用人(以下かかる地位を「社内対象者権利行使資格」という。)に就

任又は就職した場合、社外対象者は新株予約権の行使の時においても社内対象者権利行使資格を有すること

を要するものとし、その後社外対象者が社内対象者権利行使資格を喪失した場合、社外対象者は社内対象者権

利行使資格を喪失した日以降、本株主総会決議に従って付与された新株予約権を一切行使できないものとす

る。但し、以下に掲げる場合は、本項に定める新株予約権の行使制限に関する規定は適用されないものとする。

(イ)当社等の取締役又は監査役である社外対象者が、任期満了により退任したにもかかわらず、①　当該当社

等の取締役又は監査役として重任されなかった場合、又は②　他の当社等の取締役又は監査役として選任

されなかった場合

(ロ)当社等の使用人である社外対象者が、会社都合により解雇された場合(懲戒解雇、諭旨解雇又はこれに準

じる場合を除く。)

(ハ)当社等の使用人である社外対象者が、定年により退職した場合

(ニ)社外対象者が重度な傷病により当社等の取締役、監査役又は使用人の地位を退任又は退職した場合(但

し、社外対象者がその職務を遂行することが不能であると当該会社が認めた場合に限る。)
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(ホ)当社取締役会の決議により上記(イ)ないし(ニ)の場合に準じる場合として定めた事由により、社外対象

者が社内対象者権利行使資格を喪失した場合

　　その他の権利行使の条件は、本株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と引受者との間で締結した新株

予約割当契約に定めるところによる。

５　新株予約権の譲渡につきましては新株予約権割当契約に定めるところによる。

　

第11回付与分

　

　
第３四半期連結会計期間末現在

(平成22年３月31日)

新株予約権の数(個) 447 (注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 44,700 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額(円) 8,276 (注)２

新株予約権の行使期間
平成22年２月５日から
平成25年２月４日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　8,276
資本組入額　4,138

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 ―

取得条項に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権の目的となる株式の数

新株予約権1個につき目的となる株式数100株

本新株予約権の割当日後、当社が株式分割又は株式併合を行うときは、次の算式により対象株式数を調整す

る。

　調整後対象株式数＝調整前対象株式数×分割又は併合の比率

また、割当日以降に、当社が時価を下回る価額での新株の発行若しくは自己株式の処分（ただし、新株予約権

の行使により新株を発行又は自己株式を処分する場合を除く）、合併、会社分割又は株式無償割当てを行う場

合等、対象株式数を変更することが適切な場合等、対象株式数を変更することが適切な場合は、当社は必要と

認める調整を行うものとする。

２　新株予約権の行使時の払込金額

本新株予約権の割当日後、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調

整の結果生じる１円未満の端数は四捨五入するものとする。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

　　調整後行使価額は、株式分割に係る基準日の翌日以降又は株式併合の効力が生じる日以降これを適用する。

　　また、上記の場合のほか、時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を新たに交付する場合、株式分割又は株

式無償割当により当社普通株式を発行する場合、取得請求権付株式であって、その取得と引換えに時価を下回

る価額をもって当社普通株式を交付する旨の定めがあるものを発行する場合（無償割当の場合を含む）に

は、次に定める算式（以下「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調整する。

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価格
×
既発行普通株式数 ＋

交付普通株式数 ×
１株あたり払込金
額

時価

既発行普通株式数＋交付普通株式数
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３　新株予約権の行使条件

　　(1)　本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過するこ

ととなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。また、各本新株予約権の一部行使　　はでき

ない。

　　(2)　本新株予約権者は、自己の本新株予約権の１回の行使によって当社普通株式が当社の発行済株式総数の

５％を超えて増加することが見込まれる場合には当該本新株予約権の行使を行うことはできない。ただし、本

新株予約権者が新株予約権を行使しようとする日の３営業日前までに、当社に対して、新株予約権を行使する

旨を書面により通知した場合にはこの限りではない。

４　新株予約権の取得条項

　　本新株予約権の割当日以降、金融商品取引所における当社普通株式の普通取引の終値が行使価額の160％を超

え、かつ、当該取引日以前15連続取引日の金融商品取引所における当社普通株式の普通取引の売買代金の累計

が、15,000,000円を超えた場合において、当社取締役会が当該取引日より30日目以降60日目までの日のいずれ

かの日を取得日と定めた場合、当社は、当該取得日の２週間前までに本新株予約権者に対する通知又は公告を

行うことにより、当該取得日において本新株予約権１個につき14,300円で、当該取得日に残存する本新株予約

権の全部又は一部を取得することができる。なお、本新株予約権の一部の取得をする場合には、抽選その他の

合理的な方法として当社取締役会が決定する方法により行うものとする。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年１月１日～
平成22年３月31日

3,300 62,998 13,8912,766,84113,8912,950,041

(注)  新株予約権の行使による増加であります。

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、Oakキャピタル株式会社から平成22年４月23日付で関東財務局長に提

出された変更報告書により平成22年４月19日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりま

すが、当社として当第３四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

Oakキャピタル株式会社 東京都港区赤坂八丁目10番24号 46,906 43.55

　上記保有株券等の数には、保有潜在株式44,700株が含まれております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― 　 ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式     280 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　62,718 62,718 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 62,998 ― ―

総株主の議決権 ― 62,718 ―

(注) １　「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式は、全て当社保有の自己株式であります。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１株(議決権１個)含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ワールド・ロジ株式会社
大阪市北区中之島三丁目
３番23号中之島ダイビル
26階

280 ― 280 0.4

計 ― 280 ― 280 0.4

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 12,350 10,850 9,730 9,500 9,800 9,950

最低(円) 9,720 8,900 8,670 7,600 6,200 8,000
　

月別 平成22年１月 ２月 ３月

最高(円) 8,700 8,970 9,300

最低(円) 7,510 7,380 8,150

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所「ニッポン・ニューマーケット―「ヘラクレス」」市場における株価を記載

しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(役職の異動)

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役専務 取締役 梨木　重宏 平成21年９月25日

取締役会長 代表取締役会長 上井　健次 平成21年９月25日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年１月１

日から平成21年３月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、アスカ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 708,060

※1
 702,997

受取手形及び売掛金 ※1
 983,547

※1
 1,304,997

リース投資資産 130,674 232,939

商品及び製品 6,609 4,856

仕掛品 － 4,730

原材料及び貯蔵品 14,337 17,922

その他 911,978 1,025,412

貸倒引当金 △207,787 △209,791

流動資産合計 2,547,421 3,084,064

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※1
 3,901,207

※1
 3,916,065

減価償却累計額 △417,706 △320,890

建物及び構築物（純額） 3,483,500 3,595,174

その他 ※1
 3,780,719

※1
 3,654,457

減価償却累計額 △482,478 △367,813

その他（純額） 3,298,241 3,286,644

有形固定資産合計 6,781,741 6,881,818

無形固定資産

のれん 1,376,188 1,443,969

その他 150,515 196,465

無形固定資産合計 1,526,704 1,640,434

投資その他の資産

その他 ※1
 3,951,663

※1
 4,237,621

貸倒引当金 △1,203,986 △1,220,092

投資その他の資産合計 2,747,677 3,017,529

固定資産合計 11,056,123 11,539,783

繰延資産 18,982 13,601

資産合計 13,622,527 14,637,448
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 636,683 447,374

短期借入金 ※1
 5,018,984

※1
 4,459,864

賞与引当金 1,787 3,604

その他 ※1
 498,027

※1
 902,862

流動負債合計 6,155,483 5,813,705

固定負債

社債 － ※1
 708,500

長期借入金 ※1
 4,023,541

※1
 3,962,111

その他 1,187,014 1,504,722

固定負債合計 5,210,555 6,175,333

負債合計 11,366,039 11,989,039

純資産の部

株主資本

資本金 2,766,841 2,752,950

資本剰余金 2,890,205 2,876,313

利益剰余金 △3,375,630 △2,950,790

自己株式 △28,071 △28,071

株主資本合計 2,253,344 2,650,401

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,249 △1,991

評価・換算差額等合計 △3,249 △1,991

新株予約権 6,392 －

純資産合計 2,256,487 2,648,409

負債純資産合計 13,622,527 14,637,448
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 13,975,842 7,161,867

売上原価 11,984,745 6,187,839

売上総利益 1,991,096 974,028

販売費及び一般管理費 ※1
 2,512,692

※1
 1,087,942

営業損失（△） △521,595 △113,913

営業外収益

受取利息 12,813 4,113

受取配当金 63 －

受取賃貸料 20,814 8,886

持分法による投資利益 628 707

その他 32,304 10,406

営業外収益合計 66,625 24,113

営業外費用

支払利息 232,689 191,745

支払手数料 10,057 955

その他 39,521 25,394

営業外費用合計 282,267 218,094

経常損失（△） △737,237 △307,895

特別利益

預り保証金解約益 － 13,142

関係会社株式売却益 802,028 26,170

新株予約権戻入益 30,372 －

受取和解金 19,981 －

その他 10,531 251

特別利益合計 862,915 39,565

特別損失

賃貸借契約解約損 － 26,486

固定資産除却損 2,035 17,545

投資有価証券売却損 131,641 1,200

契約解除損失 217,218 －

関係会社株式売却損 282,624 －

貸倒引当金繰入額 265,000 －

その他 307,277 69,686

特別損失合計 1,205,797 114,918

税金等調整前四半期純損失（△） △1,080,119 △383,248

法人税等 △35,506 42,144

少数株主損失（△） △16,777 △553

四半期純損失（△） △1,027,835 △424,839
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 2,706,974 2,152,895

売上原価 2,177,292 1,895,810

売上総利益 529,681 257,084

販売費及び一般管理費 ※1
 768,991

※1
 319,380

営業損失（△） △239,309 △62,296

営業外収益

受取利息 3,559 1,913

受取配当金 37 －

受取賃貸料 － 2,857

助成金収入 － 2,696

持分法による投資利益 － 130

その他 19,293 896

営業外収益合計 22,890 8,494

営業外費用

支払利息 77,082 63,094

支払手数料 250 327

持分法による投資損失 19 －

その他 9,228 9,680

営業外費用合計 86,580 73,102

経常損失（△） △302,999 △126,903

特別利益

関係会社株式売却益 802,028 －

その他 120,595 －

特別利益合計 922,624 －

特別損失

固定資産除却損 215 590

賃貸借契約解約損 61,038 －

その他 41,981 31,352

特別損失合計 103,235 31,942

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

516,388 △158,846

法人税等 △74,246 40,613

少数株主利益又は少数株主損失（△） 624 △16

四半期純利益又は四半期純損失（△） 590,011 △199,443
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,080,119 △383,248

減価償却費 459,737 375,357

のれん償却額 140,678 67,781

貸倒引当金の増減額（△は減少） 273,040 △19,860

賞与引当金の増減額（△は減少） 776 △1,766

受取利息及び受取配当金 △12,885 △4,113

支払利息 232,689 191,745

持分法による投資損益（△は益） △628 △707

固定資産除却損 2,035 17,545

固定資産売却損益（△は益） 35 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 131,641 1,200

預り保証金解約益 － △13,142

賃貸借契約解約損 － 26,486

関係会社株式売却損益（△は益） △519,403 △26,170

契約解除損失 217,218 －

売上債権の増減額（△は増加） △955,909 308,103

たな卸資産の増減額（△は増加） 12,901 －

仕入債務の増減額（△は減少） 575,894 190,132

その他 1,035,844 25,313

小計 513,546 754,655

利息及び配当金の受取額 1,987 3,772

利息の支払額 △224,382 △198,090

法人税等の支払額 127,684 25,512

営業活動によるキャッシュ・フロー 418,835 585,850

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,038 250,000

定期預金の預入による支出 △650,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △571,714 △369,518

無形固定資産の取得による支出 △43,980 －

投資有価証券の取得による支出 － △51,000

投資有価証券の売却による収入 142,590 49,800

関係会社株式の取得による支出 △8,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△85,790 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

2,258,933 76,039

出資金の払込による支出 △200 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △85,757 △13,532

貸付けによる支出 － △70,000

貸付金の回収による収入 28,589 35,226

差入保証金の回収による収入 － 96,746

その他 25,365 24,656

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,020,075 25,418
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △486,490 485,807

長期借入れによる収入 400,000 248,000

長期借入金の返済による支出 △972,768 △113,257

社債の償還による支出 △108,000 △817,500

リース債務の返済による支出 △324,741 △176,548

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 27,310

新株予約権発行による支出 － △12,858

配当金の支払額 △26,952 －

自己株式の売却による収入 48,879 －

その他 － △158

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,470,074 △359,205

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,163 252,063

現金及び現金同等物の期首残高 919,878 252,997

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 888,715

※1
 505,060
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

連結の範囲に関する事項の変更 当第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である㈱日本

アシストは、同社の人材アウトソーシング事業を、同社が設立した新設

会社「㈱日本アシスト（以下、(新)日本アシスト）」に新設分割の方

法により承継させ、当該(新)日本アシストの全株式を売却しておりま

す。なお、連結子会社の数の変更はありません。 

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「固定

資産売却損益（△は益）」（当第３四半期連結累計期間55千円）及び「たな卸資産の増減額（△は増加）」（当

第３四半期連結累計期間3,802千円）は、重要性が減少したため、当第３四半期連結累計期間では「その他」に含

めて表示しております。 
 
　前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「無形

固定資産の取得による支出」（当第３四半期連結累計期間△10,566千円）は、重要性が減少したため、当第３四半

期連結累計期間では「その他」に含めて表示しております。
 
　前第３四半期連結累計期間において「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお

りました「投資有価証券の取得による支出」（前第３四半期連結累計期間△8,838千円）及び「差入保証金の回

収による収入」（前第３四半期連結累計期間65,419千円）は、重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間

では区分掲記しております。
 
　前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「配当

金の支払額」（当第３四半期連結累計期間△158千円）は、重要性が減少したため、当第３四半期連結累計期間で

は「その他」に含めて表示しております。
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当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

(四半期連結貸借対照表関係)

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣

府令第50号）が適用となることに伴い、前第３四半期連結会計期間において「商品」、「原材料」として掲記され

ていたものは、当第３四半期連結会計期間では「商品及び製品」、「原材料及び貯蔵品」として掲記しておりま

す。

 
前第３四半期連結会計期間において有形固定資産の「減価償却累計額」について一括掲記しておりましたが、

当第３四半期連結会計期間では建物及び構築物に係る「減価償却累計額」（前第３四半期連結会計期間295,646

千円）について区分掲記しております。 
 
前第３四半期連結会計期間において投資その他の資産に含めて表示しておりました「貸倒引当金」（前第３四

半期連結会計期間63,666千円）は、当第３四半期連結会計期間では区分掲記しております。 
 
前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「未払法人税等」(当第３四半期連結会計期間

8,053千円)は、負債及び純資産合計額の100分の１以下となったため、当第３四半期連結会計期間では流動負債の

「その他」に含めて表示しております。
 
前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました固定負債の「リース債務」(当第３四半期連結会

計期間930,540千円)は、負債及び純資産合計額の100分の10以下となったため、当第３四半期連結会計期間では

「その他」に含めて表示しております。
 
(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結会計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」（前

３四半期連結会計期間7,371千円）は、営業外収益の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分

掲記しております。
 
前第３四半期連結会計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」（前

第３四半期連結会計期間4,332千円）は、営業外収益の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区

分掲記しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法 貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がない

と認められる場合に、前連結会計年度の決算において算定した貸倒実

績率等を使用して算定しております。

２　固定資産の減価償却算定の方法 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、

連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定しておりま

す。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降

に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められる

場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用してお

ります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日)

税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

※１　担保資産及び担保付債務

　　１　責任財産限定債務(ノンリコースローン)

　　　(1) 担保に供している資産

その他(有形固定資産) 647,036千円

その他(投資その他の資産) 1,576,452千円

※１　担保資産及び担保付債務

　　１　責任財産限定債務(ノンリコースローン)

　　　(1) 担保に供している資産

その他(有形固定資産) 647,036千円

その他(投資その他の資産) 1,648,295千円

　　　(2) 担保付債務

短期借入金 37,580千円

長期借入金 1,701,120千円

　本債務は、上記(1)の担保提供資産を含む㈲ＶＷ

Ｌ、㈲ＶＷＬ瀬戸２を対象に融資されたもので、返

済は同社の保有資産の範囲内に限定されるもので

あります。

　　　(2) 担保付債務

短期借入金 37,580千円

長期借入金 1,729,305千円

　本債務は、上記(1)の担保提供資産を含む㈲ＶＷ

Ｌ、㈲ＶＷＬ瀬戸２を対象に融資されたもので、返

済は同社の保有資産の範囲内に限定されるもので

あります。

　　２　上記以外の債務に対する担保提供資産

　　　(1) 担保に供している資産

現金及び預金 200,000千円

受取手形及び売掛金 87,665千円

建物及び構築物 385,811千円

その他(有形固定資産) 327,078千円

　　２　上記以外の債務に対する担保提供資産

　　　(1) 担保に供している資産

現金及び預金 450,000千円

受取手形及び売掛金 152,641千円

建物及び構築物 393,216千円

その他(有形固定資産) 327,078千円

　　　(2) 担保付債務

短期借入金 800,702千円

長期借入金 1,450,625千円

　 　

　 　

　　　(2) 担保付債務

短期借入金 220,000千円

その他(流動負債) 109,000千円

社債 708,500千円

長期借入金 1,505,000千円

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給与手当 544,650千円

貸倒引当金繰入額 10,783千円

　

給与手当 276,212千円

貸倒引当金繰入額 3,202千円

賞与引当金繰入額 2,756千円

　
　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

給与手当 114,591千円

支払手数料 271,099千円

貸倒引当金繰入額 8,122千円

　

給与手当 78,373千円

貸倒引当金繰入額 3,455千円

賞与引当金繰入額 254千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,338,715千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △450,000千円

現金及び現金同等物 888,715千円
 

※１ 現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 708,060千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △203,000千円

現金及び現金同等物 505,060千円

 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　

至　平成22年３月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 62,998

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 280

　

３　新株予約権等に関する事項

平成22年新株予約権

　

会社名
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数
(株)

当第３四半期
連結会計期間末残高

(千円)

提出会社 普通株式 44,700 6,392

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日) (単位：千円)

　 ３ＰＬ事業 金融事業 リサイクル事業
コンサルティン
グ事業

人材アウトソー
シング事業

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,439,282171,526 357,123 86,469 312,528

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

116 4,561 － － －

計 1,439,399176,087 357,123 86,469 312,528

営業利益又は営業損失(△) 102,697 51,892 27,121 6,317 △ 15,802

　 その他事業 計 消去又は全社 連結
　

売上高 　 　 　 　 　
　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

340,0432,706,974 － 2,706,974　
　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

－ 4,677 (4,677) － 　
計 340,0432,711,651(4,677)2,706,974　

営業利益又は営業損失(△) 20,306 192,531(431,841)△ 239,309　
(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な事業内容
(1) ３ＰＬ事業……倉庫内の運営業務、貨物運送、物流倉庫の賃貸借等
(2) 金融事業……ファンド運用、リース業及び貸金業
(3）リサイクル事業……リサイクルパレットの製造・販売
(4) コンサルティング事業……ネット通販・物流関連コンサルティング業務、物流システム開発・販売等
(5）人材アウトソーシング事業……人材派遣事業
(6）その他事業……ビジネスサポート事業

　
　当第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)       　　　　　（単位：千円）

　 ３ＰＬ事業 金融事業 リサイクル事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,546,08782,666 267,230 256,9092,152,895

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

－ 17,324 719,605 － 18,043

計 1,546,08799,990 267,950 256,9092,170,938

営業利益又は営業損失(△) 25,702 18,660 42,178 △ 1,245 85,295

　 消去又は全社 連結 　 　 　
売上高 　 　 　 　 　
　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

－ 2,152,895　 　 　
　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

(18,043) － 　 　 　
計 (18,043)2,152,895　 　 　

営業利益又は営業損失(△) (147,591)△ 62,296　 　 　
(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２　各事業区分の主な事業内容

(1) ３ＰＬ事業……倉庫内の運営業務、貨物運送、物流倉庫の賃貸借等

(2) 金融事業……ファンド運用、リース業及び貸金業
(3) リサイクル事業……リサイクルパレットの製造・販売
(4) その他事業……ビジネスサポート事業、コンサルティング事業
３　事業区分の方法の変更
　コンサルティング事業については、売上割合が減少したため当第３四半期連結会計期間では、その他事業に
含めて表示しております。この結果、従来の方法と比較して、当第３四半期連結会計期間のその他事業の売上
高は18,947千円増加し、営業利益は1,242千円減少しております。
　なお、平成21年12月１日に株式会社日本アシストの人材アウトソーシング事業を、同社が設立した新設会社
に承継させ、同日に新設会社の全株式を売却しており、当第３四半期連結会計期間においては、人材アウト
ソーシング事業の業績はありません。
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成21年３月31日) (単位：千円)

　 ３ＰＬ事業 金融事業 リサイクル事業
コンサルティン
グ事業

人材アウトソー
シング事業

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,251,582287,9521,160,493279,4851,094,988

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

243,900 22,301 50 － 7,647

計 5,495,483310,2541,160,543279,4851,102,635

営業利益又は営業損失(△) 87,320 90,741 250,222△ 39,489△ 32,037

　 納品代行事業 その他事業 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,718,2341,183,10413,975,842 － 13,975,842

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

572,260 5,523 851,684(851,684) －

計 5,290,4941,188,62814,827,526(851,684)13,975,842

営業利益又は営業損失(△) 180,128 10,081 546,966(1,068,562)△ 521,595

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。
２　各事業区分の主な事業内容
(1) ３ＰＬ事業……倉庫内の運営業務、貨物運送、物流倉庫の賃貸借等
(2) 金融事業……ファンド運用、リース業及び貸金業
(3）リサイクル事業……リサイクルパレットの製造・販売
(4) コンサルティング事業……ネット通販・物流関連コンサルティング業務、物流システム開発・販売等
(5）人材アウトソーシング事業……人材派遣事業
(6）納品代行事業……百貨店向け検品・納品代行事業
(7）その他事業……ビジネスサポート事業、外食事業

　
　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日）　　　　　　　（単位：千円）

　 ３ＰＬ事業 金融事業 リサイクル事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,027,953248,614 796,8701,088,4307,161,867

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

－ 25,650 719 2,663 29,034

計 5,027,953274,265 797,5901,091,0937,190,902

営業利益又は営業損失(△) 244,755 53,573 116,660△ 30,936 384,052

　 消去又は全社 連結
　 　 　

売上高 　 　 　 　 　
　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

－ 7,161,867
　 　 　

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

(29,034) －
　 　 　

計 (29,034)7,161,867　 　 　
営業利益又は営業損失(△) (497,966)△ 113,913　 　 　
(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な事業内容
(1) ３ＰＬ事業……倉庫内の運営業務、貨物運送、物流倉庫の賃貸借等
(2) 金融事業……ファンド運用、リース業及び貸金業
(3) リサイクル事業……リサイクルパレットの製造・販売
(4) その他事業……ビジネスサポート事業、コンサルティング事業、人材アウトソーシング事業
３　事業区分の方法の変更
　コンサルティング事業及び人材アウトソーシング事業については、売上割合が減少したため当第３四半期連
結累計期間では、その他事業に含めて表示しております。この結果、従来の方法と比較して、当第３四半期連結
累計期間のその他事業の売上高は、359,876千円（コンサルティング事業：67,564千円、人材アウトソーシン
グ事業：292,311千円）増加し、営業利益は8,541千円（コンサルティング事業：4,098千円の営業損失、人材
アウトソーシング事業：4,443千円の営業損失）減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年７月１

日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成20年７月１

日　至　平成21年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

　 35,876円39銭
　

　 44,572円52銭
　

　

２  １株当たり四半期純損益金額等

　第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成22年３月31日)

１株当たり四半期純損失 △17,605円19銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失であるため記載しており
ません。

 

１株当たり四半期純損失 △7,070円89銭

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失であるため記載しており
ません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成22年３月31日)

四半期純損失（△）（千円） △1,027,835 △424,839

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △1,027,835 △424,839

期中平均株式数（株） 58,382 60,082

　

　第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日 
  至　平成22年３月31日)

１株当たり四半期純利益 9,929円84銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、希薄化効果を有している潜在株式がないため記載
しておりません。

 

１株当たり四半期純損失 △3,246円44銭

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失であるため記載しており
ません。

(注)　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日 
  至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日 
  至　平成22年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 590,011 △199,443

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株主に係る四半期純利益又は普通株式に係る
四半期純損失（△）（千円）

590,011 △199,443

期中平均株式数（株） 59,418 61,434

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月14日

ワールド・ロジ株式会社会社

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　福　　島　　正　　己　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　法　　木　　右　　近　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワー

ルド・ロジ株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（平成21年1月１日から平成21年3月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成

21年3月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワールド・ロジ株式会社及び連結子会社の平

成21年3月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

追記情報

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、会社グループにおける当

第３四半期連結会計期間末現在の四半期連結貸借対照表上の短期借入金(一年以内返済予定長期借入金を含

む)は、5,056,361千円である。上記短期借入金の内、金融機関数社とのコミットメントライン契約に基づく借

入金残高2,502,496千円については、平成20年11月28日に到来した返済期日後の契約延長に関する金融機関と

の契約が第３四半期連結会計期間末現在において未締結であったことから、平成21年3月末現在継続企業の前

提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されているとお

りであり、四半期レビュー報告書提出日現在においては継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる状況は解消

されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四

半期連結財務諸表には反映していない。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
以　上

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年５月12日

ワールド・ロジ株式会社

取締役会　御中

　

アスカ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　福島　正己　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田中　優一　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているワー

ルド・ロジ株式会社の平成21年7月1日から平成22年6月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年1月1日から平成22年3月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年7月1日から平成22年3月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ワールド・ロジ株式会社及び連結子会社の平

成22年3月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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